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クレアとＣｈｉｌｄｈｏｏｄ

鈴木蓮

(１）

子供時代の回想をテーマとするか、あるいはその回想を含む詩はクレアの場合膨大な数堂とな

る｡1830年代以前の詩においては｢非常に圧倒的な現在の世界｣("aworldofsuchoverwhelming

presentness'，）を創出していて、《時間の流れ》に対する意識は希薄であった。だがその時期以後

それまで顕著であった空間的関心が減少するにつれ､時間的関心が高まっていき、「より内化され

た型の意織」（“ａmoreintemalisedmodeofawareness，，）が現われ、外界物への自己投影と

その再構築をし始めている｡'）‘Helpstone'と題された詩の中で｢すべて楽しい子供時代に知った

これらの喜び／私が今までに知ったすべてのことはおまえのところ（ヘルプストン）で過ご

されたのだ｣2)というように、子供時代におけるヘルプストンでの自然についての体験及びその回

想は何にもまして彼の詩の本質を成すものであるから、クレアにとっても子供時代は計り知れな

い程重要な意味をもっていると考えられる｡3)1820-30年代の詩は､Chilcottによれば、「自己を時

間の中に置き｣4)、自己のアイデンティティを追求していった軌跡である。本稿では大人になった

クレアが子供時代について、また子供から大人への変化について何ういう意識と感情を抱いてい

たかを‘ChildishRecollections'(1819-20)，‘Childhood，(1832)，‘TheProgressofRyhme，(1821-

24),ｍｅｓﾙePjzg”1sQz“ぬγ(1827)，‘TheEtemityofNature，(1832)等を中心にさぐってみた

いと思う。

(２）

初期の詩の中で‘ChildishRecollections'は子供時代についての詩人の情意が簡潔に比較的よ

くまとめられているので、まづこの詩から見てみよう。

Eachsceneofyouthtomesapleasingtoy

Whichmemorylikealoverdoatsｕｐｏｎ

＆ｍｉｘｔｗｉｔｈｅｍｌａｍａｇａｉｎａｂｏｙ

＆tears＆sighsregretthethingsthatsgone

Anwienthusiastexcesseswild

Thescenesofchildhoodmeetmymoistningeye

＆witheveryweaknessofachild
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Ifeeltherapturesofdelightsgoneｂｙｅ

（１，２連）

第１連では、「私」にとって回想される子供時代の情景は｢楽しいおもちゃ」のようなものであり、

「記憶」は恋人の如くそれを溺愛するといい、そして「私」はその「おもちゃ」と遊ぶ時、再び

子供のようになるという。再び子供のようになるとは、子供時代の情景を回想する喜びに他愛な

く一心にひたっている状態のことを指している。そして「今ではもう存在しない自然の事物｣5〕を

惜しんでいる。子供時代には存在し、今は存在しない自然の事物は、『囲い込み』がもたらした地

形上の変化によって失われた事物をも指示しているのである。第２連では、このように回想され

た情景が懐かしさで涙に濡れた眼に浮かぶのであるが、その情景への子供じみた愛好心をまだ抱

きながら、「忘我の喜び」が消え去ってしまったと感じている。「忘我の喜び」を再び感じること

ができないということは、「思い出すというよりもふたたび感じる」ことを意味する｢感情的記憶」

即ち過去が「当時の一連の感動をそのままともなって、現在の瞬間のなかに浮かびあがる｣6)とい

うことと全く異なる。子供時代の本質は一言でいえばこの《喜び》である。喪失したこの《喜び》

の回復がクレアの詩の最大のモチーフといっても過言ではないであろう。子供のように他愛もな

く子供時代の情景を回想する時､たとえその情景のイメージが平凡でつまらないものであっても、

それを詩に書き留めざるをえないのである。Tilcottは｢現在は存在を確証することができないと

いうロマン派共通の不安が彼（クレア）の作品において特に著しい切迫感を帯びてくる」といい、

さらに「彼（クレア）はワーズワスよりも持続した状態で、失われた時を求める詩人である」と

評している｡7)そして「現世のいばら道」における子供時代の幸福な日々についてのすべてを「素

朴に称賛して」回想する詩を弁護してクレアは次のようにいう。

Hardisthatheartaffectingtodespise

Theversethatsingsinchildhooｄｓｓｉｍｐｌｅｐｒａｌｓｅ

Ｂｏｕｎｄｔｏｏｕｒｍｅｍｏｒｙwiththetenderestties

Theallwefoundinthislifesthomyways

Ofrealhappiness＆goldendays

（‘Thejoysofchildhoodare…’6連1820-22）

さて、子供の頃仲間達としばしば遊んだある懐かしい場所へぷらぶら歩いて行った詩人はこう

いう。

Ａｎｏｌｄｆａｍｉｌｉａｒｓｐｏｔｌｗｉｔｎｅｓｓｈｅｒｅ

ＷiyoungcompanionswerE＊ｗｅｏｆｔｈａｖｅｍｅｔ

Ｔｈｏｓｉｎｃｅｗｅｐｌａｙｄｔｉｓｂｌｅａｃｈｄｗｉｍａｎｙａｙｅａｒ

Ｔｈｅｓｐｏｒｔｓａｓｗannlythrillsmybosomyet

論here（5連）

昔仲間達と遊んだ時以来､ずいぶん年月が経ったのでその場所は｢晒されて白くなってしまった」

ように見えたのである。このことは、子供時代に見たこの場所の印象を詩人が現在も鮮やかな形
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でもっていながら、今現実に見る同じ場所を子供時代と同じように見ることができなくなったこ

とを意味するのである。だから「晒されて白くなってしまった」という表現は詩人の内面の変化

を表わしたものであるといえる。こうした心の変化にもかかわらず、子供時代の「楽しみ」は、

思い描くだけでも詩人をひどく興奮させるのである。この場所にある自然の事物と自己の心の変

化についてさらにこう語る。

＆everythingshinesroundmejustasthen

Molehills＆trEes＆bushesspecklingwild

ThatfrEshensallthosepastimesupagen

Ogriveousdaythatchangdmefromachild

(7連）

「あらゆるものがちょうど子供の時のように私のまわりで輝いている」という一行は、自然の事

物は何も変化していないのに《時間》が詩人を子供から大人へ変化させてしまったことにたいす

る深い認識と驚きを暗示している。モグラ塚や木々、また斑紋のように無秩序に点在する茂みは、

子供の頃のすべての「慰み」のイメージを鮮やかに眼前に睦らせるがゆえに、それらは詩人をし

て子供時代と現在の大人時代の差異をいよいよ痛感させ、《時間の流れ》を嘆かしめる。そして８

連では少年時代がいかに幸福であったか、また「慰み」を追求していた時どれほどのｒ喜び」が

自分のものであったかを語っているが、これは《過去》と《現在》についての内省の結果に他な

らない。

Toseektheplaything＆thepleasingtoy

ThepaintedpooteyShell＆ｓｕｍｍｅｒｆｌｏｗｅｒｓ

Ｈｏｗｂｌｅｓｔｗａｓｌｗｈｅｎｌwashereaboy

Whatjoysweremineinthesedelightfullhours

（8連）

自然は不変であり、人間は《時間の流れ》によって変化するのだという認識は、詩的経験という

点で重要な内容を意味する次の詩行を生み出している。

ＯｎｔｈｉｓｓａｍｅｂａｎｋＩｂｏｕｎｄｍｙｐｏｓｅｙｓｕｐ

＆culldthesweetestblossomsonebyone

Thecowslipsstillenticesmetostoop

ButallthefeelingstheyinspirｄａｒＥｇｏｎｅ

(9連）

少年の頃と同じ場所である土手で同じようにキバナクリンソウを摘む詩人は、かつてその花が自

分の心に吹き込んでくれた「興奮」は今は無くなっていることを実感する。その花を見ても彼は

それが喚起する感動を覚えることはもはやなくなっている。してみると７連の１行目「あらゆる

ものがちょうど子供の時のように私のまわりで輝いている」における輝きは、回想された自然の
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イメージにおける天上界の輝きとは同じものではない。大人への成長に伴う「感動」・「忘我の喜

び」・天上界の輝きの喪失感はさらにこう嘆かれる。

Thointhemidstofeachendearddelight

Wherestillthecowslapstothebreezesbow

Thoallmychildishsceneｓａｒｅｉｎｍｙｓｉｇｈｔ

Ｓａｄｍａｎｈｏｏｄｍａｒｋｓｍｅanintrudernow

(10連）

「自分が悲しい大人であることで今では私が侵入者であることがわかる」といっているが、これ

は何ういうことなのであろうか｡まづ詩人は大人であることは悲しいことであると規定している。

それは、子供時代には詩人をそれ自身の「喜び」でもって喜ばせてくれた自然の事物が今なお存

在していて、詩人がそのただ中に在ってもその「喜び」を感受することがもはや不可能となって

いるゆえにｒ悲しい」ということなのである。

クレアが子供時代の「栄光」（“glory'，）と「夢想」（“dream”）をいつまでも保持しようとし、

それを阻碍する大人時代を「悲しい」と感じていることは、ワーズワスが子供時代における自然

との交わりから生じる「喜び」やその神秘に対する「驚き」を「意識の、詩的以前の状態」（“a

pre-poeticstateofconsciousness''）とか「粗野な喜び」（“coaIserpleasures''）と見倣し、

子供時代を「思慮のない｣（“thoughtless，，）未熟なものとして捉えていることと対照的である｡8）

またクレアが子供時代を重視し、詩において繰り返し強調していることは、コールリッジの教育

論についてのP､カヴニーの次のような説明文を想起させる。

コールリッジが主張した教育の主目的は、子どもが完全な姿を留めることであっ

たが、それは本質的には、人間精神に内在する特質を引き出す作用でなければなら

ない。この特質は、子どもの驚異の念、喜び、想像力、本来の完全な姿を保持する

ことによって引き出せるもので、その結果、子どもの頃の「もろもろの感怖」が移

入されて「おとなの力」になるのであろう｡9）

子供時代にしばしば跳び越えた、曲りくねった水路、「われわれの木馬」と呼ばれた水門、花を

摘んだり、「彩られたカタツムリの殻」を探した土手、石や土また水草で堰止めて遊んだ小川、よ

くよじ登っては見晴した木、こういった事物を見ていると当時の記憶が激しく匙り、回想の鮮明

なイメージが詩人の脳裡を駆けめぐっていく。だがその記憶は所詮それ以上の何物でもなく、そ

の作用が激しければ激しいほどそれだけそれは現在の詩人の境遇の悲惨さと精神の絶望的状態の

深刻さを反映していることになる。

ＦｏｎｄｍｅｍｏｒｙｗａｒｍｓａｓｈｅｒＥｗｉｔｈｇｒａｖelshells

lpildmyfanciedcots＆walledrings

＆scooptwiwoodenknifemylittlewel1ｓ

＆ｆｉｌｌｄｅｍｕｐｗｉｗａｔｅｒｆｒｏｍｔｈｅｓｐｒｍｇｓ
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Ａｈｍｅｍｏｒｙｓｉｇｈｓｎｏｗｈｏｐｅｍｙｈｅａｒｔｂｅｇｕｉｌｅｓ

Ｔｏｂｕｉｌｄａｓｙｅｔｓｎｕｇｃｏｔｓｔｏｃｈｅerdespalr

Wliilefateatdistancemockswigri[n]ningsmiles

＆callsmystructurescastlesintheair

（１４，１５連）

5１

詩人が絶望的状態から立ち直るために、小ぎれいな田舎家を建てようという希望を何んとか自分

の心を欺いて抱くのであるが、《運命》がその田舎家を「空中楼閣」だと呼んであざ笑う。結局子

供時代に小石を積んで田舎家を作って遊んだ時の記憶が延える詩人は、現在自分の置かれている

状況を省みてそれを嘆く。ところでマルセル・プルーストはこういう。

既成事実の記憶はわれわれに、－｢おまえはこのようであった」というだけで、

われわれにふたたびそのようになることを許してくれない。この記憶は失われた楽

園を回想のなかに返してくれないで、失われた楽園の現実をわれわれに立証する'０）

クレアの場合も「溺愛する記憶がもつ快い苦痛は／彼女の胸の内におまえ（ヘルプストン）の

あらゆる情景を持ち続ける｣(“．．、fondmemory'spleasingpains／Withinherbreastyour

everysceneretains'，‘Helpstone'11.147-8)というように、「記憶」は惨めな現実を忘れさせる

という点では快であるが、それと同時にそういう現実を強く意識させもするという点では苦であ

るから、それに対してはアンビバレンスをクレアは感じていたといえる。「記憶」が自然の事物や

詩人の精神ともつ関係は次のようである。

Noweenthethistlesquakinginthewind

Theveryrushesnoddingoerthegreen

Holdeachexpressivelanguagetomymind

Thatlikeoldmayteystellofwhathasbeen

(１６連）

1820年では自然の事物が子供時代のように詩人に「忘我の喜び」を喚起することはなかったけれ

ど、「旧友達の如く」かつての有様を事細かに物語ってくれる。「記憶」が衰退しているのではな

いかという疑念を彼はまだ抱いてはいないことがわかる。彼が「この世の喜び」を選り好みでき

るなら、それは再び少年に戻ることを求めるだけであるという｡'１)また「喜び」（“joy''）の回復

についても｢荒涼たる11月という時が過ぎ去った喜びを取り返してくれたらなあ｣("Wouldbleak

novembershourRestorethejoysthatspast，，‘WritteninNovember'1819)とか｢子供時代

が自分のものだと主張する喜び／そういう喜びが大人時代と同質であったらなあ｣("Thosejoys

whichchildhoodclaimsitsown／Wouldtheywerekintomen，，)というような願望を吐露す

る。この願望を持ち続ける限り、詩人は「記憶」を頼りにして回想によって過去に生きていくこ

とになる。「記憶」のもつ力にたいする信念が最終連で述べられ、この詩を締め括るに適しいもの
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となっている。

Lifeownsnojoysopleasantasthepast

Thatbanishdpleasureraptinmemoryswomb

ltleavesaflavoursweettoeverytaste

Likethesweetsubstancｅｏｆｔｈｅｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

「記憶という子宮」とは「記憶」が行う作用のことを「子宮」と呼んでいるのである。この「子

宮」は現在は感じられなくなった過去の「喜び」を胎児のように包み込んでいる。詩人の「記憶」

が自然の事物によって触発されるとき、「子宮」に内蔵されている胎児即ち過去の喜びのイメージ

が次々に生まれ出てくる。従って「記憶」は詩人にとっては詩的ヴィジョンの源泉であるといえ

よう。1820-22年に書かれた"Thejoysofchildhood．．．”で始まる詩においては、「過去の甘

美な想像が現われないなら／記憶は退屈なものであるし精神は虚ろである｣("Dullisthatmemory

vacantisthatｍｉｎｄ／WherEnosweetvisionsofthepastappears'’５連）という詩句が見

られるが、これも過去を回復するうえでの「記憶」のもつ作用の重要性を強調したものである。

さて‘ChildishRecollections，という詩をこのように読んでくると､子供時代から大人時代に変

化したことの意味、子供時代が何んであったのか、大人になって何を失ったのか等の疑問につい

ての、少なくとも1819-20年における、内省の結果が割合よくまとまった形で表出されているよう

に思われる。だが大人になるとともに失った「忘我の喜び」とは何か、自然の事物が喚起した感

動とは何か、それら事物の一つ一つが「大切な喜び」（"endearddelight''１０連）であったのは何

故か。感動とか喜びとかを自分から奪い去った大人というものをクレアがどのように理解してい

たのかといった疑問が次に残る。この疑問を明らかにするために私は、1832年に出版予定になっ

ていた詩集ｍｅ〃ﾘﾋﾒs榔加〃gγＣ"s"われに収められている‘Childood，という詩を読んでいきたい

と思う。それはこの詩の創作までには‘ChildishRecollections，が書かれてから最長13年という

歳月が経っている可能性はあるが、それ程ではないにしても相当長い期間が経っていることが想

定され、この間クレアは子供時代と大人時代についての内省を深めていったものと推避されるか

らである。

(３）

‘Childhood'という詩においてクレアは､子供時代の特質を｢楽しい夢｣("thehappydream'')・

｢楽しい遊び」（“joyousplay”）・「嘆きのない生活」（“thelifewithoutasigh，，）「思い描くこ

とができないほどの美」（“thebeautythoughtscanneerpourtrａｙ，，）だと述懐しているが、

これらを享受できたのは彼が想像の世界に生きていたからである。子供時代の幸福な日々は想像

力の働きを通してのみ可能であったといっても過言ではない。想像力の衰退とこれらの特質の喪

失を次のようにいう。

＆fancyatitssweetesthour

Whateermaｙｃｏｍｅｔｏｐａｓｓ
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Shallfindthatmajicthrillnomore

Timebrokeitlikehisglass

(3連）

5３

「想像力」は何が生起しようと子供時代の「あの心を奪うわくわくする感じ」を覚えることはな

くなるであろう。《時間》が「わくわくする感じ」を砂時計のようにこわしてしまったからだとい

う。“thrill”は子供時代に喚起され、体験されたすべての「感情」を象徴することばである。大人

になるにつれ、次第にこの「感情」あるいは「感動」を失っていく事実を‘Sonnet'(1819-20)で

こう述べる。

Childhoodmeetsjoyssoeasyeverywhere

Charmd＆delightedｗｉｂｕｔｅｖｅｒｙｓｃｅｎｅ

Ａｈｗａｓｌｓｔｉｌｌａｃｈｉｌｄｔｈｅｎａｍｅｓｓｏｄｅａｒ

Ｈｏｗｏｄｄａｃｈａｎｇｅｏffeelingsintervene

Stillformerthingsthatpleasdmeinterfere

＆Imayviewthembutitsuslessnow

Nojoysaboundforme．．．

また、‘Song，(1819-20)では､「私は死んで冷たくなった感情が／ふたたび温まり目覚めそ

して感じることだけを願う｣("Ionlywishforfeelingsdead／Ｔｏｗarm＆ｗａｋｅ＆ｆｅｅｌ

again，，）といって、「感情」の回復（感受性の回復ともいえる）への願望を表わしている。こうし

てみると、クレアにとって、この「感情」がいかに重要であったかがわかる。このようにクレア

は《時間》というものの影響力を、人間が抵抗できないその破壊力を認識している。《時間》は子

供を大人にし、子供の「想像力」は大人の「理性」にとって代わられる。自然の事物は「半ば忘

れられた喜び」（“halfforgottenjoys'，）が湧出する泉を詩人の心の中に作る。そういう自然の

事物の「カタログ」を「理性」は軽蔑する。現在の自分が子供時代の自分と変わってしまったこ

とを次のようにいう。

lseeknomorethefinchesnest

Norstoopfordaiseyflowers

lgrowastrangertomyself

lnthesedelightfulhours

Yetwhenlhearthevoiceofsprinｇ

ｌｃａｎｂｕｔｃａｌｌｔｏｍｉｎｄ

Ｔｈｅｐｌｅａｓｕｒｅｓwhichtheyusedtobring

Thejoyslusedtofind

(42連）

子供時代の遊びをしなくなった詩人は､春の楽しい一時にも自分が以前の自分とは違う存在になっ
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たことを嘆く。“Igrowastrangertomyself”における“grow”は《時間の流れ》を鋭く意識し

たことばではないだろうかJ2)《時間の流れ》がもたらす自己の変化については初期の詩‘Tothe

Cowslip，(1821-4)において既に次のような表現が見られる。

Butｌ'ｍｎｏｍｏｒｅａｋｉｎｔｏｔｈｅｅ，

Apartnerofthespnng；

Ｆｏｒｔｉｍｅｈａｓｈａｄａｈａｎｄｗｉｔｈｍｅ，

Andleftanalter'ｄthing：

Athingthat'slostthygoldenhours，

Andalllwitness，dthen，

Mix，dinadesert,farfromflowers，

Ａｍｏｎｇｔｈｅｗａｙｓｏｆｍｅｎ．

(2連）

《時間》が自分に手を加え、子供時代とは違った者に、「黄金時代」を喪失した者に変えてしまっ

た。それで今は自分はもはや自然と「近しい」ものではないという。それは季節がめぐり、春と

もなればかならずキバナクリンソウが咲く、即ち自然は永遠に循環するが、それとは異なって、

自分は「黄金時代」へ回帰することなく、大人へと衰退していくばかりだという意味である｡'3）

《時間の流れ》による自己の変化を意識したクレアは自然の事物の不変を強調する。

Ｔｈｅｄａｉｓｅｙｌｏｏｋｓｕｐｉｎｍｙｆａｃｅ

Ａｓｌｏｎｇａｇｏｉｔｓｍｉｌｅｄ

ｌｔｋｎｏｗｓｎｏｃｈａｎｇｅｂｕｔｋeepsitsplace

＆ｔａｋｅｓｍｅｆＯｒａｃｈｉｌｄ

Thefiretailontheorchardwall

Keepsatitsstartledcry

Of“tweettuttut，，norseesthemom

Ofboyhoodsmischiefbye

ltknowsnochangeofchangingtime

Bysicknessneverstung

ltfeedsonhopesetemalprime

Amunditsbroodedyoung

(41連）

(43連）

ヒナギクもジョウピタキも個体としては変わっても種としては連綿と継起しており、変化を知ら

ないものであるように思われる。それら自然の事物・生命は、鳥にいたづらをした少年であった

「私」が「大人」に変化していることと対照的である。このように自然は永遠に回帰するものと

して提示される｡そしてそれがクレアの｢永遠｣についての概念を表わしていることは』.Ｍ､Ｔｏｄｄ
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が指摘するとおりである｡'4）

自然の生命は時間の世界即ち変化の世界にありながら､変化を知らない｡だからヒナギクは｢私」

を今でも子供だと思い、ジョウビタキは少年にいたずらをされた朝が過ぎ去ったことがわかって

いないように思われる｡引用中の"keeps,'は自然の永遠性を象徴することばであると考えられる。

自然の永遠性、子供時代の「喜び｣、自己の変化、「記憶」の相互関係について詩人は更に次のよ

うに考えている。

＆springrEtumsthebloomingyear

Justasitusedtobe

＆joysinyouthfulsmilesappear

Tomockthechangeinme

Eachsightleavesmemoryillatease

＆stirsanachingbosom

Tothinkthatsｅａｓｏｎｓｓｗｅｅｔａｓｔｈｅｓｅ

Ｗｉｔｈｍｅａｒｅｏｕｔofblossom

(51連）

春がめぐり来て、いつものように花を咲かせる。その自然の生命の「喜び｣'5)は「若々しい笑顔」

で現われては大人になった詩人をあざ笑う。｢一つ一つの光景が記憶を不安にする｣ということは、

その生命によって誘発された回想行為がかつての「感情」を再び詩人に抱かせることができない

からなのであろうか｡またはその光景の美しさはかつてのように感動させなくなっているので､｢記

憶」の作用力が減退しているからであろうか。ともかく美しい季節もまるで「花盛りを過ぎて」

いるように思われる。それは自然の「喜び」に感応する詩心を失った状態だともいえる。その結

果はこうである。

Thefairestsummersinksinshade

Thesweetestblossomdies

＆agefindseverybeautyfade

Thatyouthesteemedaprize

(52連）

大人になってみるとあらゆる自然の美が色槌せて見えてくる｡クレアは｢衰微する大人｣(‘deClining

age，，)16》を招来する原因は究極的には《時間の流れ》であると判断するものの、そういう破壊力

をもつ《時間》をただ単に嘆いたり、非難したりはしない。青春時代に自然の「喜び」を感受で

きなかったのは人間の「愚かさゆえの軽率な騒ぎ」（“follysthoughtlessfray''５３連)にうつつ

をぬかし、自然の美を等閑にしたためであるという。

大人になったクレアが痛感したことは、現在はかつての「喜び」を感じることが不可能であり、

最高の「喜び」は過去にしか存在しなかったということである。こうしたことについての確信は

次のように表わされる。
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Ｔｈｅｐａｓ吟therElyesinthatoneword

Joysmorethanwealthcancrown

Norcouldamillioncallthemback

Thoughmuseswrotethemdown

Thesweetestjoysimaginedyet

Thebeautysthatsunpast

Allｌｉｆｅｏｒｆａｎｃｙｅｖｅｒｍｅｔ

ＡｒＥｔｈｅｒｅａｍｏngthepast

(５４連）

「まだ想像されていたこの上なく甘美な喜び」と、実生活あるいは想像の世界において体験され

たすべてのものを凌ぐ美は《過去》に属するものとなってしまったという。前にも触れたが、こ

こで重要なことは、クレアの「喜び」・「美」とは想像力の働きによって感受されるものであっ

たということである。彼の最大の危機意識はこの想像力の衰退であり、喪失であった。

Youthrevelsathisrisinghour

Withmorethansummerjoys

＆raptureholdsthefaireyflower

WhichrEasonsoondestroys

Osweetthebilsswhichfancyfeigns

Tohidetheeyesoftruth

＆beautiousstillthecharmrEmains

Offaceslovedinyouth

(５０連）

無上の「喜び」をもって自然の美を楽しんだ子供時代には、詩人は「想像力」を働かせて美しい

花を見ては「忘我の喜び」の状態になったという。この「忘我の喜び」を「理性」が間もなく破

壊する。「真実を見る眼」を覆い隠すために「想像力」が想い描く「楽園」あるいは「天上界の喜

び」（“thebliss，，）を「理性」は消滅させていく｡'7）「想像力」を働かせて自然の事物を感受し、

「忘我の喜び｣を味わうということが大人になったクレアにとって特に何ういう意味で重要であっ

たかを次にみていきたい。

(４）

自然は詩人の精神を｢一つのとぎれない喜びとして／楽園を形成する｣("shapingheavens／

Asonecontinuedjoy''１７連)ことに従事させるということが‘ThePrimroseBank'(1832）

の中でうたわれているように､｢喜び｣はまた想像力が生みだすものの核心でもあると考えられる。

この点に関しては、1821-24年に書かれた‘TheProgTEssofRyhme，でこう回顧していう。
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1ｔ〔posey〕wasanearlyjoytome

Thatjoywasloveandpoesy

Andbutfortheemyidlelaｙ

Ｈａｄｎｅｅｒｂｅｅｎｕｒｇｅｄｉｎｅａｒｌｙｄａｙ

Ｔｈｅharpimaginationstrung

Hadneerbeendreamedofーbutamong

Theflowersinsummersfieldsofjoy

ldlainanidlerusticboy

NohopetothinkoffearorcarE

Andevenloveastrangerthere

Butpoesythatvisionflung

Aroundmeaslｈｕｍｍｅｄｏｒｓｕｎｇ

ｌｇｌｏｗｅｒｅｄｏｎｂｅａｕｔｙｐassingbye

(11.39-51）

5７

《詩》は恋愛と同じく子供時代のクレアにとって「喜び」であった。《詩》というものがなかった

ならば、「想像力が調子を整える竪琴」は夢にも考えられなく、希望や心配、また憂いや恋愛さえ

も知らない田舎の怠惰な少年であっただろうという。だが実際は、歩きながら「想像」が創出す

る《詩》を口ずさみ、美しい自然の事物が後ろへと過ぎ去っていくのを凝視した。自然の美の中

に「詩の女神」の存在を幻視し、その女神に対して崇拝の念を抱いたけれど、その幻視を詩に書

き留める勇気はなかった。しかしやがて《詩》の喜びは彼に詩作の決意をさせることになる。

lfeltthatldarighttosong

Andsung-butinatimidstrain

Offondnessformynativeplain

Foreverythinglfeltalove

Theweedsbelowthebirdsabove

(11.80-4）

貧しい農業労働者階級の子弟がその身分故に十分な学校教育をほとんど受けないで詩作をすると

いうことは当時狂気の沙汰だと考えられていた。クレアは子供ながらにこのことをよく承知して

いたのだが、自分にも「詩を書く権利」があると感じ、ヘルプストンの自然への愛を詩に記し始

めた。子供時代における詩作と自然の関係を次のようにいう。

Whenlwasinthefieldsalone

Withnoｎｅｔｏｈｅｌｐａｎｄｎｏｎｅｔｏｈｅａｒ

Ｔｏｂｉｄｍｅｅｉｔｈｅｒｈｏｐｅｏｒｆｅａｒ

Ｔｈｅｂｉｒｄａｎｄｂｅｅｉｔｓchordswouldsound

Theairhumedmelodysaround
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lcaughtwitheagerearthestrain

Andsungthemusicoeragain

TheFieldsandwoodsarestillasmine

Realteachersthatarealldivine

(11.134-42）

一人野にいて、鳥の歌を熱心に聴き、その調べを吸収し、何度も繰り返し歌い学んだ。自然の事

物はまだ自分のもののようであり、詩作においてはそのすべてが「神聖な真の教師」のように思

われた。ただ注意しなければならないのは、自然の事物を「神聖な」ものと見なしたのは子供時

代においてではなく、大人時代においてだということである。回想行為の中で初めて自然の事物

は神聖化'8)されていったのである。感覚に訴えてくる自然の事物すべてが詩作の対象となってい

て、「私の耳目に訴える一つ一つの事物は／詩の楽園を作った｣（“Eachobjecttomyearand

eye／Madeparadiseofpoesy''11.223-4)というように、それはヘルプストンを「楽園」のよう

なすばらしい、詩の題材に溢れた世界にしている。

さて「想像力」にとって代る「理性」についてもう少し詳しく調べてみよう。子供時代から大

人時代への変化、《時間》の作用力、想像のイメージ等についての次に挙げる二つの散文は、「理

性」ということばこそ用いていないけれど、結局は大人になるにつれ出現してきた「理性」の影

響力のことを語っている。

(A)Thespnngofourlife-ouryouth-isthemidsummerofourhappiness-

ourpleasuresaIもｔｈｅｎｒＥａｌ＆heartstirring-theyarebutassociations

aftelwards-wherewelaughedinchildhoodattherealityoftheenjoyment

feltweonlysmileinmanhoodattherEflectionsofthoseenjoyments1，》

(B）Icannotmakeoutwhereallthesefeelings＆fancysaregonetoo-Theplot

ofmeadowsnowdontlookbiggerthen＊alaIgehomestead＆ｔｈｅｐｏｎｄｓ

ｔｈａｔｕｓｅｄｔｏｓｅｅｍｓｏｌａＩｇｅａrenownobiggerthen＊puddles＆ａsforfish

lscarcelyhaveinterEstｅｎｏｕｇｈｔｏｗａｌｋｍｕｎｄｔｈｅｍｔｏｓｅｅｉｆｔｈｅrEisany

-yonarchesyonderwithtreespeepingabovethem＆betweenｔｈｅｍ＆

wherethetravellerishoppingawaywearilyoverthemonthenarmwroad

isLolhamBridges-timemakesstrangeworkwithearlyfancysthefancied

riches＆happinessofearlylifefadestoshadowsoflesssubstanceseven

then＊theshadowsofdreamslsighforwhatislost＆cannothelpit-yet

thereisevencalmspotsinthestormiestocean＆Icanevennowmeet

happinessinsorrowtheruralpicturesorobjectsintheseflats＆meadows

wannsoneslonelinesssuchasarusticdrivinghislittlelotofcowsorsheep

downtheplashydroves＆pluckingahandfullofawesfromthehalf、ａｋｅｄ

ｈｅｄｇｅｓｔｏｅａｔａｓｈｅｇｏｅｓｏｎ２ｏ） ＊than
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1825-37年に書かれた(Ａ)の引用では､実際に味わった楽しさで笑った子供時代と、その楽しさを

回顧して微笑むだけの大人時代との落差を簡明に記述している｡また1841-48年に密かれた(B)の引

用では、「牧草地が今では農場ほどの大きさにしか見えない」程、想像の眼で知覚されていた事物

は理性の眼によって現実的感覚で知覚されるようになったこと､《時間》が子供時代の想像のイメー

ジに「不思議な作用」をしたことを確認している。また《時間》と《詩》については1832年まで

には次のようなことがクレアの信念となっていた。

Thereisnothingbutpoetryabouttheexistanceofchildhoodrealsimplesoul

movmgpoetrythelaughterandjoyofpoetryandnotitsphilosophyandtherE

isnothingofpoetryaboutmanhoodbutthereflectionandtheremembrance

ofwhathasbeennothinｇｍｏｒｅ

（艶"c”EOC”sα"。Ｐｼりseq〃ｂ"Ｃ"沼ｐ、１８）

子供時代についての《詩》だけがあって、それは哲学をうたったものではなく、笑いや喜びをう

たったものである。大人時代については過去の内省と想い出があるばかりで《詩》はないという。

このように《時間の流れ》は《詩》の喪失の原因でもあると断定している。

さて《詩》の喪失は「理性」の現出と、また「想像力」及び「感情」の衰退とも関連している

が、この点についてはTjzgSﾉｩ”ﾉbe城IsCdz彪伽”γに注目すぺき一節がある。

Wherearetheygonethejoysandfears

Thelinksthelifeofotheryears

lthoughttheyboundaroundmyheart

Soclosethatwecoudneverpart

Tillreasonlikeawintersday

Niptchildhoodsvisionsallaway

Norleftbehindonewitheringflower

Tocherishinalonelyhour

Memorymayyetthethemesrepeat

Butchildhoodsheartdothceasetobeat

Atstorysreasonsstemerlore

Tumethlikegossipsfromherdoor

(p､19）

子供時代は夏に、大人時代は冬に職えられる。「理性」は冬の日のように、「喜びと恐怖」を失っ

た詩人から「子供時代のヴィジョンをすべて枯れさせ｣、「孤独のときいとおしむ凋んでいく一輪

の花さえ残さなかった」という。「凋んでいく一輪の花」とは『囲い込み』によって失われた自然

の象徴ではなくて、詩的想像・幻想を象徴するものである。詩的想像力が働かなくなった時でも、

「記憶」は子供時代をテーマとする回想を繰り返すのであるが、「理性が修める厳格な知識」が拒

否する「おとぎ話」を聞いても今はもう感動することはない。感動する心を失ったことは「詩的

想像力」（“poesy，'）の消滅を示す。子供が大人になるとき、《経験》をとおして「理性」は「厳
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格な知識」を身につけていく。クレアの場合、子供が世の中を経験していくにつれ、「驚異の念」

（"wondelment"）を失っていくことは｢人間の堕落」（"theFall"）の再演であるとＧ・Ｃｍｓｓａｎ

は指摘している｡2')クレア自身も、

ahwhataparadisebeginswiththeignoranceoflifeandwhatawildernessthe

knowledgeoftheworlddisclosessurElythegardenofedenwasnothingmo正

then＊ourfirstparentsentranceuponlifeandthelossofittheirknowledgeof

theworld

＊than

といい､22）《経験》によって世の中についての知識が身につくことは「楽園」からの「荒野」への

転落であると考えていた。このようにして「想像力」が「理性」によって侵蝕されていくことを

次のようにも簡潔に描いている。

Thatwarmthoffancyswildesthours

Whichmadethingskintolife

Thatheardavoiceintreesandflowers

Hasswoondinreasonsstrife

(p､４１）

子供時代というのは本質的には、「理性」によって消滅させられていく「詩の時代」であったこと

がこう強調される。

Ａｈｗｈｅｒｅｉｓｐａｇｅｏｆｐｏｅｓｙ

Ｓｏｓｗｅｅｔａｓｔheirswaswonttobe

Themaglcwondersthatdecievd

Whenfictionswereastruthsbelievd

ThefaireyfeatsthatonceprEvaild

Toldtodelightandneverfaild

WherearEtheynowtheirfearsandsighs

Andtearsfromfountsofhappyeyes

Breathlesssuspensｅａｎｄａｌｌｔｈｅｉｒｃｒｅｗ

Towhatwilddwellihghavetheyflew

lrEadinbooksbutfindthemnot

Forpoesyhathitsyouthforgot

lhearthemtoldtochildernstill

Butfearne'ernumbsmyspiritschill

lstillseefacespalewidread

Whileminecoudlaughatwhatissaid

Seetearsimagindwoessupply
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Whileminewirealcaresaredry

(pp,18-9）

「詩的想像力はその活力を忘れてしまった｣即ち衰えてしまったので､｢感情｣が喚起されなくなっ

たという。この｢詩的想像力」と「感情｣の喪失がクレアにとって最大の痛手であった｡Ｍ,Storey

は‘Decay，論の中で《時間》と《詩》及び《自然》との関係について次のように説明している。

．．、Thesunimageacquirenewrelevanceasitisconnectedwithallthe

deceiｔｏｆｌｏｖｅｔｈｅｉｒｏｎｙｉｓｔｈａｔｔｉｍｅｈａｓｕｎdeceivedClare,ａｎｄｆｏｒ℃edan

awarenessofrealityontohim・NaturEhasbeennolmalised,正ducedtowhat

shereallyis・Poetryhasgonewiththedream,foritdependedonthedream，
２３》

andthepast,justasthepastdependeduponher．．．

こういう《時間》の破壊力によって《自然》が想像されない自然へと、現実の自然へと変えられ

ていったという認織は、《時間》に破壊されることのない、否《時間》に保護される自然の永遠性

をテーマとする詩、例えば‘TheEtemityofNature，を書いている。その冒頭はこうである。

Leavesfrometemityaresimplethings

Totheworldsgazewheretoaspiritclings

Sublimeandlasting-trampledunderfoot

Thedaiseylivesandstrikesitslittleroot

lntothelapoftime一一．．．

(11.1-5）

無変化・無時間の《永遠》の世界、即ち天上界において神が創造した自然の事物・生命は現世で

は「時間のふところ」で生息する。それらは「時間の仲間として」（"astimespartners,')、「呪

われた大地で」（"ontheblightedearth"）「死のふところに抱かれて」（"onthelapofdeath"）

生きている｡ヒナギクは｢神の息吹の下エデンにおけるかつてのごとく」("asonceinedenunder

heavensbrEath,，)永遠に咲き、同様にキパナクリンソウも変わることなく「額にあの五つの深紅

の斑点をつけて」咲く。つまりクレアにとって自然の事物・生命の永遠性とは、人間の移るい易

さの認識ゆえに自然の事物を不変なるものとして理想視していることの所産であり、これは人間

も《自然》と同じく不変であってほしいという願望の現われであると解釈できよう。さらに自然

の事物・生命の不変性はこう表現される。

Ａｎｄｔｈｅｓｍａｌｌｂｕｍｂｌｅｂｅｅｓｈａｌｌｈｕｍａｓlong

Asnightingalesfortimeprotectsthesong

Andnatureistheirsoultowhomallclings

Offairorbeautifulinlastingthings
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(11.39-42）

マルハナバチもナイチンゲールも《時間》によって保護されていて、《自然》がそれらの霊魂であ

り、永続する美しいものにはすべてこの霊魂が宿っているとする。そして「自然の方法はすべて

神秘だが無限の若さが／それらすべてのなかに真理のように変わることなく生きている｣("Her

〔nature's〕waysarEmysterysallyetendlessyouth／Livesinthemallunchangeableas

truth''11.75-6）と思われた。自然の不変性はこう敷桁される。

Ａｎｄｉｎｔｈｅｃｏｗｓｌａｐｐｅｅｐｓｔｈｉｓｖｅｒｙｄａy

Fivespotsappearwhichtimene，erwearsaway

Noroncemistakesthecounting-lookwithin

Eachpeepandｆｉｖｅｎｏｒｍｏｒｅｎｏｒｌｅｓｓｉｓｓｅｅｎ

（11.79-82）

「五つの斑点」は、これを《時間》が保護こそすれ決して侵蝕したり、摩滅させるものではなく、

永遠なるものである。《自然》と《時間》に保護されてあらゆる地上の生命が永遠に生存し続ける

ことはその創造者の意志である。この地上の「秩序」（"order，'）は、この創造者が永遠に「知恵・

権力・能力の鍵｣("thekeyofwisdompowerandmight，，)を保持している超越した神であるこ

との今でもなお証になっていると述べてこの詩を終えている。

このように自然の事物・生命を保護する《時間》は、「徹慢」・「権勢」・「恋愛」２４》・「富」

等の人間的事柄､人工物をすべて破壊してしまうことが、‘TheVanitysofLife，(1825)でうたわ

れている。２５)また‘OnSeeingaSkullonCowperGreen，(1824-32)では人間の理性、高慢、名

声、自然界に対する支配等人間的なものの一切が究極的には《死》に至らしめる《時間》の前で

は虚しい存在であると膜想する。

Imusedonreasoningmansexaltedsway

Oerthebruteworld-pridemademyfeelingsbrave

CrBationslordｔｏｍｅｈｅｓｅｅｍｅｄｔｈａｔｄａｙ

ｌｆｅｌｔａｓｉｆａｌlnaturewashisslave

Buttimesglasssoondidmockmyvisionedmight

lｓａｗ＆shrunkaninsectatthesight

（1連）

クレアは「理性のない世界に対する理性をもった人間の意気揚々たる支配」を想っては、人間で

あることの誇りで雄々しい気持ちになった。人間自身が造物主のように思われ、《自然》がすべて

人間の奴隷であるかの如く感じられたからである。だが幻想された私の力を「砂時計」即ち《時

間の流れ》が間もなく潮笑した。「理性」については別の詩で、「摂理が意図することを理性が定

めるのであるから／存在するものは確かに正しいものであるに違いない｣("Sincereasonrules

whatprovidencedesigns／Whateverismustcertainlybejust,，‘ElegyHastilyComposed＆
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WrittenWithAPencilOntheSpotlntheRuinsofPickworthRutland'７連,以下‘Elegy，

と略す）というように、「理性｣は全能なる造物主に属するものと考えられている。このような｢理

性」が人間に属するものとなり、造物主よろしく「理性のない世界」を支配するようになったと

いうクレアの見方は、『囲い込み』が彼に与えた強烈な印象と深い関連があるのではないか。《時

間》は「理性ある人間」の倣慢を戒めるものとしてこうも描かれる。

Ｔｉｍｅｋｅｅｐｓｔｈｅｗｒｅｃｋｔｏｍｏｃｋａｔｅａｒｔｈlyfames

Toshowvaingloryinitsgoldenbirth

Ofwhatpoorvalueitishelｄｂｙｄｅａｔｈ

（‘OnSeeingASkullonCowperGreen'３連）

《時間》のもつ最大の効力は「死」である。現世の名声をあざ笑い、貴い身分に生まれたことの

栄誉も虚しいものであることを示すために《時間》は燭餓を保存する。（自然の永遠性を象徴する

ことばと見倣される“keep'，が、ここでは人間的なもののはかなさを強調する《時間》の作用を

表わす語句の中で用いられている）その栄誉がいかにつまらないものであるかが「死」によって

証明される。したがって詩人は「現世が与えてくれるものを誰が誇りに思うであろうか」（"Who

wouldbeproudofwhatthisworldbestows'，‘Elegy'９連）といって、人間的な事柄、人工

的なもののはかなさを観取した詩人は永遠なるものを志向していく36)この志向が子供時代を天上

の無時間の世界においてではなく、地上の時間の世界において、永遠なるEdenとして理想化する

ことになる。この理想化は、「記憶」の作用による《時間の流れ》の克服であり、大人であること

の現実を忘れる回想行為によって達成されるのである。それゆえにこういう。

OIcouldtellfOraye＆nevertire

Thesimpletriflesinfancysupplys
● ● ●

OIdolovethesimplethemethattries

Toleadusbacktohappinessagen

＆makeourcaresawhilefOrgetthatweａｒＥｍｅｎ

（‘Thejoysofchildhoodare．．．，７連）

回想行為を可能にする「記憶」も確実に《時間》によって衰退させられ、「忘却」へと変化して

いく。この冷厳な事実に対する恐怖と、《時間の流れ》に対する鋭い感受性は自然のイメージを織

り込んだ、人生についての非常に内省的で示唆に富む次のような詩行を書かせている。

Amidstthehappiestjoyashadeofgrief

Willcome-tomarkinsummersprlmealeaf

Tingedwiththeautumnsvisibledecay

AspiningtofOrgetfulnessaway

Ayeblankforgetfulnessthatcoldestlot
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Ｔｏｂｅ－＆ｔｏｈａｖｅｂｅｅｎ－＆ｔｈｅｎｂｅｎｏｔ

(‘Decay'1932）

《時間の流れ》に対する鋭い感受性は、無上の《喜び》の真っただ中にも一沫の悲しみを意識さ

せる。その悲しみのしるしはちょうど真夏においてさえ既に見られる、《忘却》へと哀微していく

色づいた木の葉のようなものであるという。

さて以上、1819年から32年に至るまでの詩を読みながら、主に子供時代と子供から大人への変

化についてのクレアの意識と感情を概観してきたわけだが、「失われた時の回復」というのがこの

時期のクレアの詩における増大していくテーマであったといえよう。そしてこのテーマの延長線

上に三つの失意の詩が創作されたのである。1830年代の詩の主要な関心は《時間》となっていき、

これらの失意の詩においては「記憶」の衰退にもかかわらず、クレアの詩的想像力は、過去を「エ

デンの園」として回想すると同時に再創造することによって、ますます自己のアイデンティティ

を追求することに作用していくこととなる。

注

l）Ｃｆ､TimChilcott，‘ＡＲｇａﾉＷb噸α"｡ＤＯ脚妨塘Ｍ７”+ＡＣ”ﾉ”ﾉS跡のq/7yIgPbe”q〃ｂ"Ｃ血旭(Ｈｕｌｌ

ＵＰ.,1985),ｐ､１２７．

２）Thesejoysallknowninhappyinfancy

＆allleverknewwhere＊spentonthee*＊やere＊*Helpston(11.67-8）

なおクレアの詩及び一部の散文の引用は下記のテクストに拠った。

Ｅ・Robinson，Ｄ・PowellandM・Graingereds.,ｍｅ趣心Ｐｂ”sq〃ｂｈ〃Ｃﾉﾋz”18“-1822(OxfOrdU、

Ｐ.，1989）

Ｅ､RobinsonandD､Powelleds.，‘ＴｈｇＯＸ/b泡Ａ”ﾙo庵?ﾉbﾙ〃Ｃｌα”（OxfbrdU・Ｐ.,1984）

Ａ・ＴｉｂｂｌｅａｎｄＲＫ.Ｒ・Thomtoneds.,ＴｈｅﾉW畝s脚加加”Ｃ"sA”〃(MidNorthumberlandArtsGmupin

associationwithCar℃anetPress,1978）

』.Ｗ・Tibbleed.,ＴｊＩｅＰｂｇ"sq〃ｂｈ〃Cjhz”(J､Ｍ､Dent＆Sons,1935）

Ｅ,RobinsonandG､Summerfieldeds.,ＴｈｇＳ〃"AeltfbQz"”γ(OxfbrdU､Ｐ.,1964）

Ｅ,RobinsonanｄＧ・Summerfieldeds.,ＳＦＪｂ℃”Ｐｂ噌加sα"ｄＰｍｓｇｑノル”Ｃ〃”(OxfbIdU.Ｐ､,1967）

3）詩人としてのクレアにとって子供時代がもつ意味の重大さについては、Ｅ・RobinsonandR､Fittereds.’ん"

Cjfz”bBj雄(OxfordU､Ｐ.,1982)のIntmduction：‘ClarEasPoet'の中の次の個所が想起される。

AlmosteverythingClarEeverexperiencedstemsfmmhischildhoodatHelpston､Wehearlittle

ornothingaboutwhatｈｅｍａｙｈａｖｅｓｅｅｎｏｒｈｅａｒｄｉｎＥｐｐｉｎｇＦｂrest,atNorthampton,oreven

atNorthbomugh・ItistheobservationsofhischildhoodyearsatHelpstonthataresosharply

imprintedinhismindandpouｒｏｕｔｉｎｈｉｓｐｏｅｍｓａｎｄｈｉｓｐｍｓｅ.(p､ｘｘ）

４）Chilcott,ｐ､２４８．

５）自然の事物が帯びる《エデンの園》の櫛成要素としての性格は、1809-13年作の‘Helpstone，において既に読

みとれる。

Sweetcoolingshades＆softrEfreshingsprings
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＆thofatespleas，ｄｔｏｌａｙｔｈｅｉｒｂｅａｕｔｉｅｓｂｙｅ

ｌｎａｄａｒｋｃomerofobscurity

Asfair＆sweettheyblo[o]ｍ'dthyplainsamong

AsbloomsthoseEdensbythepoetssung（11.118-22）

ジヨルジユ・プーレ，「人間的時間の研究』井上究一郎・他眼（筑摩番房，1976),ｐ､30．

Chilcott,ｐ､248．

Cf.Ｗ､J､Keith,Ｔ〃ｅＰｂｇｆ〃ｑ/Ｍｚ跡だ（TorontoU・Ｐ.,1980),ｐ､４６．

ピーター・カヴニー，「子どものイメージ」江河徹監訳（紀伊国屋癖店,1979),ｐ､84．

プーレ,ｐ,４０８．

０‘sweetofsweets'fmminfancythatflow

Whencanwewitnessblisssosweetasthen

MightIbuthavemychoiceofjoybelow

l,ｄｏｎｌｙａｓｋｔｏｂｅａｂｏｙａｇｅｎ（‘ChildishRecollections'１７連）

クレア自身の変化については‘OnVisitingAFavouritePlace，(1832)に次のような個所がある。

Whenlastlroamedthesebleachyswells

Ofhills＆hollowsallwashere

Oerwhichtheheartinrapturedwells

Peacelove＆quieteverywhere

＆noughtischangedsincelastlcame

Thｅｎｃａｎｌｈｅｌｐｂｕｔｂｅｔｈｅｓａｍｅ（2連）

ThybloomingpleasurEs,smiling,gay，

TheseasonsstillrEnew；

Ｂｕｔｍｉｎｅｗｅｒｅｄｏｏｍ，dastintedstay，

Ａｈ,theywerEshortandfew1（3連）

ｊ
ｊ
１
１
ｊ
ｊ

６
７
８
９
ｍ
、

12）

13）

Stillcomingyearsthyflowe露shallbring，

Andbidthembloomanew・

Man，ｓＬｉｆｅｔｈａｔｂｅａｒｓｎｏｋｉｎｔｏｔｈｅｍ，

PastpleasurEswellmaymoum：

Nobudclingstoitswitheringstem-

NohopefOrSpring，srEtum．（5連）

14)』.Ｍ・Toddはその著励Ａ”沈むＧα雄斌ＡＳ雌dyq〃ｂＡ〃CAZ”も円按ASy畑加Ｐりcfry(FloridaU・Ｐ.,1973）

の中で"Ｃｌa唾，sconceptofetemityisalwaysearthlyandcyclical,notmetaphysicalandspiritual'，(p、

136）と判断している。

15）自然の生命の「喜び」については‘EmmonsalesHeath，に

ＪｏｙｎｕＩｓｅｄｍｅｉｎｈｅｒｈａｐｐｙｍｏｏｄｓ

Ａｎｄalllifeslittlecrowd

Thathauntthewatersfieldsandwoods

Wouldsingtheirjoysaloud（11.73-6）

とあるが、このｒ喜びｊとクレアの想像及び詩作の「喜び」とが共鳴、融和する。

クレアとChildhood
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16）Ｃｆ.‘HelpstonGreen，

Farwellthoufavoritespotfarwell

ＳｉｎｃｅｅｖｅｒｙｅｆｆＯｒｔｓｖａｉｎ

Ａｌｌｌｃａｎｄｏisstilltotell

Ofthydelightfulplain

Butthatpm[v]esshort司ncrEasingyears

Thatdidmyyouthp唾sage

Willnowaseachnewdayappears

Bringondecliningage（7連）

17)1832年に公表される予定であった詩‘PleasuresofSpringには、「想像力」と『理性｣の関係についての次の

ような興味深い個所が見られる。

．．、intherapturEsofhiswarmdelight

Mansreasonkeepsitswisdomoutofsight

Leavingthesweetsoffancyrunningwild

＆halfrEmainsashehathbeenachiId（11.133-6）

18）自然の事物の神聖化については次のような表現が注目に値する。イタリックスは錐者。

Sointhesespotsthatmemorymakes磁吻e

ldreamofhappinessandcallitmine．（‘BushyClose，）

HisthoughtsrushoutwithjoysunfeltbefOre

＆maddeningrapturesmakehissoulruｎｏｅｒ

Ｗｉｔｈｉｔｓ磁況卸econsceptionstilltheyrise

Fo屯ettingearth＆mixwithparadise（‘PleasuresofSpringl1.361-4）

クレアは大人時代になってから過去の、失われた自然の世界を神聖化し始めた。というのは、子供時代には

実在する自然の事物にたいする驚異の念・喜び・自然科学的関心・想像力・感受性といったものが横溢し､彼

の内面生活は充実していたからである。

19）』.Ｗ・andAnneTibbleeds.,ｍｇＰγりsgq〃りん〃Ｃ〃”(Routledge＆KeganPaul,1970)，ｐ､225.

20）Ｍａ屯aretGraingered.,Ｔ〃gjV泣雌”ﾉf耐りぴＰ"ｓｅＷｼ""gsqfﾉり"CAZ”(OxfbrdU､Ｐ.,1983),ｐ､334.

21）GrEgCmssan,Ａ陸姑ﾉhFbγEje"z”ｍｇＰｼりcEssqfD""たα蜘加加妨ePbaがq〃ｂＡ打Ｃ地形(Universitat

SalzbuIgl976),ｐ,95.

22）EricRobinsoned.’ん方〃αα”ｂＡ"jo6j｡gmPﾙ”ﾉＷ減"'29s(OxfOrdU.Ｐ､，1983),ｐ､31.

23）MarkStorey,TIIgPb"可q〃ｂﾙ〃Ｃ血潅Ａｏが”ﾉ伽！””c蜘加（Macmillan,1974),ｐ､141.

24）「恋愛」の変化はＭａｒｙJoyceとの恋愛関係の破綻を指していると思われる。彼女へのクレア自身の愛情も《時

間の流れ》とともに変化している。このことは、彼が後にメアリーと自然を同一視したこと、記憶における彼

女のイメージの薄弱化や《忘却》といった様相を想い浮かべれば容易に理解される。

25）Pridepowerlovewealth＆all

Timestouchstoneshalldestmy

＆likebasecoinproveall

Vainsubstitutesforjoy（2連）



26）
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永遠なるものへの志向、趣好に関しては、クレア自身次のようにいう。

＆allthepicturesoflifesearlyday

Likeeveningsstridingshadowshastｅａｗａｙ

ＹｅｔｔｈｅｒｅｓａｇｌｉｍｍｅｒｍｇｏｆｐｌｅａsurEsprmgs

FromsuchrEflectionsofearthsvanity

Thatpines＆sickensoerlifesmortalthings

＆IeavesarelishfOretemity（‘NOthingnessofLife'1821-24）

6７
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ＣＩａｒｅａｎｄＣｈｉＩｄｈｏｏｄ

Ｒｅｎ－ｉｃｈｉＳＵＺＵＫＩ

１，℃hildishRecollections'(1819-20)ClarerEgrもtsthat“therapturesofdelights”

have"gonebye''eventhoughheseesthescenesofhischildhood,Thenaturalobjectsremam

astheywere,buttheycannotevoke“feelings”ｉｎｈｉｍ､Ｔｈｉｓｍａｋｅｓｈｉｍｋｅｅｎｌｙａｗａｒｅｏｆ

ｔｈｅｐａssageoftime･Recollectionofthepastinordertoforget“sadmanhood，，becomes

themainthemeofthispoem.Ｉ、‘Childhood，(1832),Clarecharacterizeschildhoodas"happy

dream，Joyousplay,，，“lifewithoutasigh,，，ａｎｄ“beautythoughtscanneerpourtray.'’
”“●

Itishis‘‘fancy，，thatenableshimtoenjoythesecharacteristics・Onlybecausehischild's

eyeoffancysawthenaturalobjects,couldｈｉｓ“feelings，'oremotionsbeevoked・Ａｓｈｅ
”

growsup,however,fancyglveswaytoreasonand“eachsightleavesmemoryillatease・

Reasondestroys“theraptures”ａｎｄ“thebliss，，thatｗｅ正feltthroughtheworkofhis

fancy．‘TheProgressofRyhme'(1821-24)showsthatitwasthejoyofthenaturalobjects

whichledClarEtostartwritingpoetry・Thisjoyderivedfromnaturalbeautymadehimfeel

thathehad“arighttosong”ａｎｄsay，“Eachobjecttomyearandeye／Ｍａｄｅｐaradise

ofpoesy.”WithrespecttothemakingofpoetrythenaturalobjectswerE,toClare,“rEal

teachersthatarealldivine.，，ＩｎＴ〃ｅＳｊＩ”ﾉbe”(sQz"dZzγ(1827)Clareemphasizesthathis

childhooｄｉｓａｐａｇｅｏｆｐｏｅｓｙ.”Ｈｅｈａｓｌｏｓｔ“wonderment,'，“feelings,，，“fancy,，，ａｎｄ
“

therefore“poesy，'ｏｗｉｎｇｔｏ“reasonsstemerlore，，acquiredbyexperlence､AlthoughClare

becomesconsciousthathismemorydecaystooblivionandthattheimagesofthepastare

weanｎｇａｗａｙ,hetriestofindhisidentity,atoncerecollectingandrecreatinｇｔｈｅｐａｓｔａｓ

Ｅｄｅｎ．
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